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表２　寛保元 （1741） 年 「阿州淡州下向之日記」 にみる阿波 ・淡路への入国 ・出国の過程

日時 内容

8月 11 日
西宮神社社家の東向左膳が大坂に行き、 徳島藩大坂蔵屋敷への訪問について、
西宮神社社人の中川内記と申合せを行う

8月 12 日

東向左膳と中川内記がともに徳島藩大坂蔵屋敷を訪れ、 阿波 ・ 淡路で 「御神影
札賦与吟味」 を行うため、 両国への訪問を願い出る。 ただし、 中川内記は社用に
より他国に行くため、 本社から社家東向左膳が行くことを願い出る。 取次ぎを経て
留守居の林九平に伺いが立てられ、 許可される

8月 13 日
中川内記が以前願い出たときの願書の印形が、 昨日のものと相違していたため、
確認が行われる

8月 14 日

東向ら、 留守居の林九平と役人中に御礼をするため訪問する。
留守居の林九平へは三本入扇子箱とたばこ二斤を、 取次ぎ役人の 6 人にはそれ
ぞれ、 たばこ一斤を、 「淡州蔵屋敷」 （稲田家の蔵屋敷） 留守居の嶋本善兵衛へ
はたばこ一斤と二本入扇子箱を渡す

9月 2日 東向左膳が徳島藩大坂蔵屋敷に行き、 「御切手」 （渡海切手） の発行を申請する

9月 4日

「阿波国切手出し」 （渡海切手の発行請負人） の松高屋孫右衛門と阿波屋勘左衛
門、 及び 「淡路国切手出し」 の大宅六太夫の３名が、 東向左膳と下人八兵衛の
計２名の阿波 ・ 淡路への入国にかかる 「切手」 の交付を徳島藩大坂蔵屋敷に願
い出る

9月 5日
留守居林九平から 「切手」 を受け取る。 林九平が、 東向左膳らの阿波 ・ 淡路へ
の入国について、 淡路と阿波の郡奉行及び町奉行に連絡する

9月 6日
東向左膳が、郡奉行・町奉行宛林九平書簡 （東向左膳の阿波・淡路入国について）
を受け取り、 乗船する

9月 7日 東向左膳ら、 船中で過ごす

9月 8日

九ッ時 （正午） に東向左膳らが乗った船が、 阿波津田川口に到着する。 人改役
人が来て、 「切手」 の確認を行う。 その後、 旅宿の徳島新シ町福嶋屋藤兵衛方
に行き、 居切手を藤兵衛に渡す。 （藤兵衛は） 町奉行所に持参する。 その後、
町役人が来て （東向左膳らの） 挟箱に封印を施す

9月 9日 目付が旅宿に来て、 荷物の封印を確認した上で解く

9 月 10 日

東向左膳が前大坂蔵屋敷留守居の市原本蔵を訪れ、 お世話になった御礼として
三本入扇箱を渡す。その後、町奉行所下役人に御礼として三本入扇箱を持参する。
続いて、町奉行の団善右衛門を訪れ御礼を申し上げる。 さらに、郡奉行所に行き、
案内を申し入れる

9月 11 日 願書等をしたためる

9月 12 日
郡奉行所に行き、 下役人らに、 阿波は不案内であるため、 「万事御引廻シ」 を依
頼する。 土産として三本入扇子箱を持参する

9月 13 日 町奉行所に行く
9 月 14 日 町奉行所に行き、 願書を提出する。 郡奉行所に行き願書を提出する
9月下旬

～ 11 月上旬
この間、 「御神影札賦与吟味」 を行う

11 月 7 日
東向左膳が、 徳島の町奉行 ・ 団善左衛門に阿波出国のための 「渡海切手」 の
手配を依頼する

11 月 10 日 東向、 岡崎村番所に切手を差し出す
11 月 11 日 強風のため渡海できず
11 月 12 日 岡崎より乗船、 福良に到着、 須本に行く
11 月 13 日 須本目付兼町奉行を訪ねるが不在のため宿に戻る
11 月 14 日 須本目付兼町奉行を訪ね、 続いて郡奉行を訪ねる

※ 「阿州淡州下向之日記」 （西宮神社所蔵） より作成。
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表 3　「鳴門の渦潮」 往来時に漢詩を残した著名な文人

人名 生没 肩書き等 備考
細井平洲 1728 ～ 1801 儒学者 上杉鷹山に招かれ藩政改革に参与する
篠崎三島 1736 ～ 1813 儒学者 大坂で梅花社を開く
浦上玉堂 1745 ～ 1820 文人画家 谷文晁や木村蒹葭堂らと交流する
亀田鵬斎 1752 ～ 1826 儒学者 折衷学派、 寛政異学の禁で弾圧される
頼　山陽 1780 ～ 1832 儒学者 「日本外史」 を著す。 大塩平八郎らと交流する
篠崎小竹 1781 ～ 1851 儒学者 梅花社を継ぐ、 徳島藩稲田家から招聘される
梁川星巌 1789 ～ 1858 漢詩人 京都で尊皇攘夷を唱える
藤井竹外 1807 ～ 1866 漢詩人 頼山陽 ・梁川星巌らに学ぶ。 高槻藩に仕官する
横井小楠 1809 ～ 1869 儒学者 ・政治思想家 松平慶永に招かれ改革を指導する
藤本鉄石 1816 ～ 1863 幕末志士 天誅組の乱で戦死する
頼三樹三郎 1825 ～ 1859 儒学者 ・政治思想家 頼山陽の三男。 安政の大獄で刑死する
日下部鳴鶴 1838 ～ 1922 書家 巻菱湖や貫名海屋の書風を学ぶ
西村泊翁 （茂樹） 1828 ～ 1902 思想家 ・教育家 森有礼らと明六社を設立する
※ 『鳴門市史　別巻』 より作成。

表 4　「鳴門の渦潮」 往来時に漢詩を残した阿波の文人

人名 生没 肩書き等 備考
鉄崖 1626 ～ 1703 黄檗僧 木庵の弟子。 徳島市竹林院を開く
柴野碧海 1771 ～ 1835 儒学者 栗山の甥。 徳島藩儒
鉄復堂 1777 ～ 1843 儒学者 古賀精里に学ぶ。 岩本贅庵 ・新居水竹らを育成する
岩本贅庵 1792 ～ 1863 儒学者 家老賀島備後の侍読
新居水竹 1813 ～ 1870 儒学者 徳島藩儒、 庚午事変で自刃する
天羽生岐城 1825 ～ 1894 儒学者 ・医師 新居水竹のち藤澤東畡に師事する
柴秋邨 1830 ～ 1871 儒学者 徳島藩儒、 広瀬旭荘らに学ぶ
三宅舞村 1834 ～ 1908 医師 藤澤東畡らに学ぶ、 脇町郷学校で教育に携わる
岡本韋庵 1839 ～ 1904 探検家 ・教育課 岩本贅庵に学ぶ、 のち徳島中学校長となる
芳川越山 （顕正） 1841 ～ 1920 政治家 文部大臣、 教育勅語の発布に関与する
※ 『鳴門市史　別巻』 より作成。
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